
Ⅹ 用語説明 

行 用語 内容 

あ 
ＩＣＴ 

Information and Communication Technology の 略 。 情 報

（Information）や通信（Communication）に関する技術の総称。 

ＩＣＴ活用指導力 

「教員のＩＣＴ活用指導力チェックリスト」として文部科学省が策定・

公表しているが、その範囲は、授業におけるＩＣＴ活用の指導だけで

なく情報モラルの指導ができることや、校務にＩＣＴを活用できるこ

とも含まれる。 

ＩＣＴ支援員 

授業計画の作成支援、ＩＣＴ機器の準備・操作支援、校務支援、校内

研修等を主な業務内容とし、日常的な教職員のＩＣＴ活用支援を行う

人材。 

いきいき登校サポー

トプラン 

（不登校児童生徒支

援プラン） 

不登校児童生徒が多い現状に対応するため、学校や地域、専門家等の

力を活用して相談体制の充実を図り、不登校児童生徒の減少を目指す

もの。令和 4年度に内容を見直し、「不登校児童生徒支援プラン」の名

称に改めた。 

1Gｂｐｓベストエ

フォート回線 

理論上は 1 秒間に 1Gb の情報を処理することができるという上限を

示されているが、実際の利用可能帯域は、回線の混雑状況に左右され

る回線。1Gbpsでも、数百Mbps程度の速度の場合もある。 

インクルーシブ教育

システム 

全ての児童生徒が共に学ぶことを追求するとともに、連続性のある多

様な学びの場を整備した教育システムのこと。 

英語指導助手 
日本人の教員の助手として外国語活動・外国語の授業に携わる外国人

指導者。 

栄養教諭 
食に関する指導と給食管理を一体のものとして行うために配置される

県費負担教職員。 

ＳＮＳ 
Social Networking Serviceの略。人と人とのつながりを促進・サポ

ートする、コミュニティ型のウェブサイトのこと。 

オールマイティー 

チャー 

積極的な生徒指導を推進し、こどもたちの心の教育やいじめの未然防

止、学力向上等、各学校における様々な課題を解決するために配置す

る市の負担による臨時講師。 

か 
学級運営支援員 

通常の学級において、生徒指導上や発達障害等で個別の配慮を必要と

する児童生徒に支援を行うために配置する職員。 

学校応援団活動 
学校における学習活動、安心・安全確保、環境整備などについてボラ

ンティアとして協力・支援を行う保護者・地域住民による活動のこと。 

学校図書館図書標準 
公立義務教育諸学校の学校図書館に整備すべき蔵書の標準として、平

成 5年 3月に文部科学省が定めたもの。 

学校評価 

学校が教育活動の重点目標やその実現のための具体的方策を定め、そ

の実施結果や達成状況について検証・評価を行い、さらにこれを外部

に公表することにより、学校運営の改善を図る仕組み。 
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行 用語 内容 

か 

学校評議員制度 

当該学校の職員以外の者で教育に関する理解及び識見を有するもの 

のうちから、校長の推薦により市が委嘱し、委嘱された者は、校長の

求めに応じ、学校運営に関して意見を述べることができる制度。 

家庭教育学級 
保護者が親としての役割や責任を自覚するため、一定期間継続して、家

庭における望ましい生活習慣や倫理観などを学ぶための活動。 

川越市いじめ・不登

校対策検討委員会 

いじめ問題や不登校の現状把握と分析、総合的な対策の在り方につい

て検討する委員会。 

川越市いじめ問題対

策委員会 

本市におけるいじめ防止等のための施策等を検討するため、大学教授、

弁護士、公認心理師、医師、人権擁護委員、ＰＴＡ連合会の代表等で組

織した委員会。 

川越市エコチャレン

ジスクール認定制度 

川越市環境マネジメントシステムの考え方を取り入れ、環境にやさし

い学校づくりに全員で創意工夫しながら取り組むことにより、学校の

活動が環境に与える影響を削減するとともに、未来の環境の保全・創造

を担う児童生徒を育成することをねらいとする事業。 

川越市教育委員会免

許法認定講習（特別

支援教育） 

川越市立学校に勤務している本採用者及び臨時的任用者等を対象と

し、特別支援学校教諭の２種免許状取得等のために必要な特別支援学

校教諭免許状取得用単位の修得機会を提供する講習。 

川越市小・中学生学

力向上プラン 

教育委員会と市立小・中学校が目標を共有し、本市の学校教育の更なる

充実とこどもたち一人ひとりの学力向上を図ることを目指して策定し

たプラン。 

川越市中学生社会体

験事業 

中学校 1年生または 2年生が連続する 2日間または 3日間で事業所等

の協力により行う職場体験事業。 

川越授業スタンダー

ド 

主体的、対話的で深い学びに向けた授業の具体的な学習活動の流れを

示した本市が目指す授業の基本形。具体的な学習活動の流れは、授業の

序盤で示す「めあて」で、本時に学習することを確認し、「見通し」で

本時の学習について予測するなどして、学習に対する期待感を高めた

上で、児童生徒同士の対話による「学び合い」で自分の思いや考えを友

達と共有し、授業の終わりに「まとめ」として本時の学んだことを整理

し、「振り返り」で児童生徒一人ひとりが自身の学びの捉え直しを行う

といったもの。 

川越市ときも学びの 

プロセス 

一人ひとりのこどもの発達や学びを、切れ目のないようにつなぎ、次の

段階で一層発展できる教育・保育を目指すために作成した資料。 

かわごえミドルリー

ダー研修 

学校運営の推進者として、教育に対する識見を高めるとともに、学校課

題の分析と解決プランの立案、組織マネジメント、人材育成、危機管理

等に必要な資質向上を図る研修。 

河越館跡 

河越氏は、桓武平氏の流れをくむ秩父氏の一族で、平安時代末から南北

朝時代にかけて武蔵国でも有数の勢力を誇った武士である。川越市大

字上戸に所在する河越館跡は、河越氏の居館跡とされ、昭和 59年 12

月 6日国指定史跡となった。 
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行 用語 内容 

か ＧＩＧＡスクール運

営支援センター 

1 人 1 台端末環境による本格的な教育活動の円滑な運用を支え、児童

生徒の学びを保障するための運営支援体制のこと。 

キャリア・パスポー

ト 

児童生徒が、自分自身の学習経験の記録を見通しと振り返りの視点を

もって、小学校から高等学校までの 12年間積み重ねていくもの。 

教育支援室（つばさ

教室） 

教育センター第一分室（リベーラ）が開設している、不登校児童生徒に

対して、情緒の安定や人間関係の改善等を図りながら学校復帰や社会

的自立を支援する教室。 

協働 

市民、自治会等の公共的団体やＮＰＯなどの民間団体、企業や大学など

の事業者及び行政が、地域の課題に対し、それぞれの果たすべき役割と

責任を自覚し、互いに認め合い、共通の目的に向かって、ともに考え、

協力し合って取り組んでいくこと。 

グローバル化 
個人、企業などが、国内の範囲を超えて広く国際的に行動することによ

って、世界的な市場やネットワークが進展すること。 

系統 

トイレ改修工事において、配管工事を併せて改修する都合上、各校 1階

から最上階まで同じ位置にあるトイレのまとまりを一つとして数えた

もの。 

公民館登録グループ 
「川越市公民館利用グループの登録及び育成に関する要綱」に基づき、

公民館の目的に沿い、登録されたグループ。 

小江戸小・中学生 

ビブリオバトル 

市立小中学校の児童生徒の代表者が集まり、聴衆である参加者の児童

生徒に対して、本の紹介をし、一番読みたくなった本を参加者の投票で

決定する大会。 

小江戸中学生読書 

手帳 

市立小中学校の教職員や市立図書館職員から募集した「中学生に薦め

る本」の中から 50冊を選定し、それぞれの本に紹介文を付けて小冊子

にまとめたもの。市立中学校 1年生に配布。 

小江戸読書マラソン 

児童の読書活動の促進を図る事業。30冊分の書名・著者名や簡単な感

想などを記録する読書マラソンカードを市立小学校の全児童を対象に

配布。 

小江戸読書名人賞 

市立小中学校で実施している「小江戸読書マラソン」及び「小江戸読書

手帳」に積極的に取り組んでおり、かつ学校図書館における貸出冊数が

目標数を超えた児童生徒が受賞対象となる。 

国際理解教育 

国際化した社会で、主体的に行動できる児童生徒の育成を目指すため

に、日本の文化や伝統等の認識を深め、異文化を理解し世界の人々と協

調できる資質や能力を育成する教育。 

子どもサポート事業 

こどもたちの豊かな人間性や社会性など「生きる力」を育むため、家

庭、地域、学校及び社会教育施設が連携・協働し、人と人とのネットワ

ークを構築しながら、地域ぐるみでこどもたちを育てる体制をつくる

ことを目的とした事業。市内を 14地区に分け、地域の特色を生かした

様々な体験活動を提供する「地域の特色を生かした活動」、学校教育を

支援する「学校応援団活動」、「放課後子供教室」の三つの領域を参考に

しながら地域の方が中心となって活動を進めていく。 
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行 用語 内容 

か 

コミュニティ・スク

ール 

保護者や地域住民などから構成される学校運営協議会を設置し、学校

運営の基本方針を承認し、教育活動などについて意見を述べ、学校と保

護者や地域の住民が共に知恵を出し合いながら、児童生徒の豊かな成

長を支えていく仕組み。 

さ 

埼玉県学力・学習状

況調査 

埼玉県のこどもたちの学力や学習状況を把握するための調査で、こど

もたちの「学力の伸び」や「学力や学習状況の経年変化」を把握するこ

とができる。小学校 4年生から中学校 3年生を対象としたもの。（平成

27年度より開始） 

さわやか相談員 

いじめ・不登校等の児童生徒に対する心の問題を解消するため、中学校

22 校に 1 名ずつ配置。児童生徒及び保護者の相談等に応じるととも

に、学校・家庭・地域社会との連携を図る。 

山王塚古墳 

豊田町 3丁目・大塚 1丁目にある上円下方墳。入間川を北西に臨む台

地上に 7世紀に築造され、南大塚古墳群に属す。上円部の直径 37m、

下方部一辺 69m、墳丘盛土の高さ 5m で、国内最大の上円下方墳であ

る。令和 5年 3月 20日、国指定史跡となった。 

自己肯定感 
自分の在り方を積極的に評価できる感情、自らの価値や存在意義を肯

定できる感情などを意味する言葉。 

児童生徒体力向上推

進委員会 

市内の体育主任や保健体育科担当教諭、養護教諭、保健主事、管理職か

ら選出された人で構成。体力向上、健康増進に向けた研究授業等に取り

組んでいる 

集会所事業 
「川越市小堤集会所条例」に基づき設置している川越市小堤集会所に

おいて、教育委員会が実施している事業のこと。 

重要伝統的建造物群

保存地区 

重要伝統的建造物群保存地区とは、伝統的建造物群と一体となって価

値ある歴史的な環境を保存するため、「文化財保護法」及び「都市計画

法」に基づき、市町村が定めた伝統的建造物群保存地区のうち、わが国

にとって、その価値が特に高いものとして国が選定した地区。 

平成 11年 4月に、蔵造りをはじめとする町並み及びその周辺約 7.8ha

（札の辻から仲町交差点までの幸町の全部、元町 1丁目、元町 2丁目

及び仲町の各一部）を川越市川越伝統的建造物群保存地区として都市

計画決定を行った。また、同年 12月に国の重要伝統的建造物群保存地

区に選定された。 

主権者教育 

政治の仕組みについて、必要な知識の習得のみならず、主権者として社

会の中で自立し、他者と連携・協働しながら、社会を生き抜く力や地域

の課題解決を社会の構成員の一員として主体的に担う力を育む教育。 

小 1プロブレム 
入学したばかりの小学校 1 年生が、集団生活に馴染めず、授業中座っ

ていられない、話を聴かない、騒ぐ等で、授業が成立しない状態。 
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行 用語 内容 

さ 

 

 

情報活用能力 

世の中の様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、情報及び情報

技術を適切かつ効果的に活用して、問題を発見・解決したり自分の考え

を形成したりしていくために必要な資質・能力。 

食育 

生涯を通じて健全な食生活を実践するために、正しい知識と望ましい

食習慣を身に付けるとともに、食文化を継承し、自然の恵みなどを理解

するもの。 

新体力テスト 

文部科学省が、国民の体位の変化、スポーツ医・科学の進歩、高齢化の

進行等を踏まえ、昭和 39年以来行ってきた「体力・運動能力テスト」

を平成 11 年に見直して、現状に合ったものとした運動能力に関する

テスト。 

進路指導・キャリア

教育 

進路指導は、自らの生き方を考え主体的に進路を選択することができ

るよう、指導援助すること。 

キャリア教育は、一人ひとりの社会的・職業的自立に向け、必要な基盤

となる能力や態度を育てることを通して、キャリア発達を促す教育で

あり、その中核が進路指導である。 

スーパーバイズ 
これから取り組もうとする支援、今取り組んでいる支援について、学識

経験者等に助言・指導してもらうこと。 

スクールカウンセラ

ー 

児童生徒や保護者、教職員に対し、専門的な知識・経験に基づいて相談

に応じ、助言や援助を行う専門家。県から小・中学校に配置されてい

る。 

スクールガード・リ

ーダー 

各小学校の推薦を受け、市が依頼して、担当小学校の児童の登下校時を

はじめとするこどもの安全の見守り、不審者による被害や交通事故の

防止の視点に立った通学路の安全点検、その他、こどもの安全確保のた

めの活動における中心的な役割を行う。 

スクールソーシャル

ワーカー 

課題を抱える児童生徒について、その背景にある生活環境への働きか

け及び改善を図るために配置している。教育分野と社会福祉分野の知

識・経験を有する専門職。 

全国学力・学習状況

調査 

文部科学省が実施する、全国のこどもたちの学力・学習状況を把握す

るための調査。小学校 6年生及び中学校 3年生を対象としている。 

Society5.0 

サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合

させたシステムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間

中心の社会（Society）。 

狩猟社会（Society 1.0）、農耕社会（Society 2.0）、工業社会（Society 

3.0）、情報社会（Society 4.0）に続く、新たな社会を指すもの。 

た 

多文化共生 

国籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的違いを認め合い、対等な

関係を築こうとしながら、地域社会の構成員として共に生きていくこ

と。 

中 1ギャップ 
中学校に入学し、学習や生活の変化に馴染めず、不登校やいじめ等が急

増する現象。 
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行 用語 内容 

た 

展示機能 

資料の収集保存、調査研究、展示、教育普及という博物館の主要な機能

のひとつ。教育的配慮の基に資料を陳列し、来館者の利用に供する役割

を担う。 

特別支援学級 
障害のある児童生徒に対し、障害による学習上または生活上の困難を

克服するために設置される学級。 

特別支援教育 

幼児児童生徒一人ひとりの教育的ニーズを把握し、その持てる力を高

め、生活や学習上の困難を改善または克服するため、適切な指導及び必

要な支援を行うもので、特別な支援を必要とする幼児児童生徒が在籍

する全ての学校において実施されるもの。 

特別支援教育コー 

ディネーター 

校内における特別支援教育の体制や整備を推進するために、保護者や

学級担任の相談窓口になったり、事例の検討や研修会のために地域の

関係機関との連携や調整を行ったりする役割を担う。 

特別支援教育支援員 障害のある児童生徒への学習・生活支援を行うために配置する職員。 

トップアスリート 

ふれあい事業 

近隣大学のスポーツ分野で活躍する監督・コーチ・学生を小学校に招

き、一緒に体を動かすことで、運動の楽しさや喜びを体験し、児童の体

力向上の一助とする事業。 

は 

 

５ラウンドシステム 

教科書を効果的に活用する指導方法。教科書の全単元のストーリー

を、年間で４～５回繰り返し学習する。ラウンドごとに学習の目標を

変えながら、同じストーリーに繰り返し触れることで、英語表現の効

果的な習得を可能にし、自分の考えや思いを主体的に伝えることがで

きる生徒の育成に資することが期待される。 

部活動指導員 
市立中学校における部活動の指導体制の充実及び教職員の負担軽減を

図るために配置する職員。 

プログラミング教育 
コンピュータがプログラムによって動き、社会で活用されていること

を体験し、学習する教育。 

プログラミング的 

思考 

自分が意図する一連の活動を実現するために、どのような動きの組合

せが必要であり、一つ一つの動きに対応した記号を、どのように組合

せたらいいのか、記号の組合せをどのように改善していけば、より意

図した活動に近づくのか、といったことを論理的に考えていく力。 

放課後子供教室 

こどもたちが放課後を安全・安心に過ごし、多様な体験・活動ができる

よう、地域住民等の参画を得て、放課後に全ての児童を対象として、学

習や体験・交流活動などを行う事業。 

放課後児童支援員 

放課後児童健全育成事業（学童保育事業）において、保育士等の資格を

有し、都道府県知事等が行う研修を修了した者であって、必要な知識及

び技能をもって児童の育成支援に当たるもの。 

や 

 幼児教育振興審議会 
「川越市幼児教育振興審議会条例」に基づき、教育委員会の諮問に応

じ、幼児教育の振興に関し審議することを目的として設置したもの。 
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行 用語 内容 

や 

余裕教室 

少子化により児童生徒数、学級数が減少し、将来にわたっても空き教室

と見込まれる教室のこと。文部科学省では、余裕教室を「現在は普通教

室として使用されていない教室のうち、当該学校の学区域に現に居住

する児童等の人口に鑑みて、今後 5 年間以内に、普通教室として使用

されることがないと考えられる教室」と定義している。 

ら 
ライフステージ 

人間の一生における児童期、青年期、成人期、高齢期などそれぞれの時

期。 

レファレンス協同デ

ータベース 

国立国会図書館が全国の図書館等と協同で構築する調べ物のための検

索サービス。 
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